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「 小 論 文 」 

〈６０分〉 
（注意：解答はすべて解答用紙に記入すること。） 

 
 
以下の文を読んで、後記〔設問〕に答えなさい。 

 
将来のために TOEIC や英検などを受けたほうがいいのかどうかと、いまで

もよく尋ねられる。TOEIC であれ英検であれ、資格試験というのは終着点では

なく通過点であり、目的ではなく手段である。そのことを自覚していれば受け

る意味があるし、自覚していなければなんの意味もない。月並みだが、それが

自分の答だ。 
たとえば英検の場合、二級までは四択問題で六割ぐらいの正答率で合格す

る。六割ぎりぎりで合格したとき、それが「目的」ならうれしいだろうけれ

ど、「手段」ならうれしいはずがない。二級は高校修了程度、三級は中学修了

程度とされているが、四択問題でたったそれだけしか正答できないのに、修了

程度の実力がついたと錯覚するのがいちばん困る。学校単位で受けるような場

合には、生徒のためにも、無理に上の級を狙わせるのではなく、なるべく相応

の級を受けるよう、周囲が指導すべきだと思う。 
わたし自身は、中学三年で英検の二級に合格したが、そのときの正答率はお 

問題文は、著作権の都合により掲載しておりません。 
ご不便をおかけしますことお詫び申し上げます。 

ぎりぎりで（当時は自分の得点を知らされなかった）、正直なところ、何が

書いてあるか、ちんぷんかんぷんに近い状態だった。二次試験の面接でも、ひ

とつの問いでは何を尋ねられているかまったくわからず、すっかり黙してしま

ったので、落ちたとばかり思っていたら、合格の知らせが来た。もちろん、そ

のときはうれしくてたまらなかったが、実力不相応の大きな目標を達成できた

せいで、それ以降は英語の勉強をやめてしまい、本格的に再開したのは大学受

験の予備校にかよいはじめてからだった。あのとき、しっかり不合格をもらっ

ていたら、もっと早い時期に本物の実力をつけていただろう。十代の苦い思い

出のひとつだ。 
数年前、知り合いの男の子が中学受験をしたところ、第四志望までの学校が

すべて不合格となり、ようやく第五志望の学校に合格した。落ち着いたころ、

その子が母親にこう言ったという。「落ちてばかりでつらかった。でも、三年

間、いろいろ勉強できて楽しかったよ。中学受験してよかった。お母さん、あ



りがとう」おそらくその子は、第一志望に合格する以上のものを手に入れたは

ずだ。 
わたしが最初にアルバイトで教えた中学受験専門の学習塾には、

「中学受験の結果で最もよいのは“努力して落ちること”、二番目は“努力し

て受かること”、三番目は“努力しないで落ちること”、最も悪いのは“努力

しないで受かること”」というモットーがあった。合格が最終目標であるはず

なのに、落ちるほうがよいとは何事だと、いまの時代なら親たちから怒鳴りこ

まれそうな文言だ。しかし、翻訳の仕事をはじめる前の十年以上に及ぶ講師生

活で、わたしが見てきたなかには、中学受験で力不足なのに合格したことがそ

の後けっして問題文は、著作権の都合により掲載しておりません。 
ご不便をおかけしますことお詫び申し上げます。 

に働かなかった例も、中学受験で不合格だったことがその後大きくプラスに

働いた例も、数えきれないほどあった。 

もちろん、その四つの順位づけはただの建前や絵空事かもしれないし、現実

はそんなに甘くないのかもしれない。合格したことでモチベーションがさらに

あがることも多いし、再起のチャンスが二度と訪れない場合もある。それで

も、重要なのは結果ではなく、それに向けての努力だという、ごく当然のこと

なのに忘れがちな事実を、ときどきでもいいから思い出したいから、こんなこ

とを書いている。 

わたし自身は大学受験で二度失敗し、三度目に合格している。一度目は努力

しないで落ち、二度目は努力して落ち、三度目は努力して受かった。四つのう 

越前敏弥『翻訳百景』（角川新書、2016年）電子書籍版より抜粋 

 

 

設 問 

①下線部のようなモットーはどのような考えによるものか説明しなさい。 

②このモットーに対するあなたの考えを述べなさい。 


